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Lyman Break Galaxies (LBGs)の分光観測は、z ∼ 2–3では多くのサンプルについて行われているが、z ∼ 5で
はまだ少ない。我々はすばる望遠鏡 Sprime-Camでの観測による独自のサンプルを構築し、得られた結果から銀河
の光度依存進化シナリオなどを検討している。これまでに、すばる望遠鏡 FOCASによる分光観測を行っており、
その結果はAndo et al. (2004, 2006, 2007)にまとめられているが、明るいものについても、分光同定できたサンプ
ル数は未だ少ない。そこでさらに分光サンプルを増やすため、Gemini望遠鏡GMOS-N、GMOS-Sを用いて z ∼ 5
の LBG分光観測を行った。GMOS-Nで得られた結果については 2008年春季年会で報告したが、今回はGMOS-S
での観測データ解析の結果もあわせて報告する。GMOS-N, Sでの観測で、新たに 5個が同定され、過去の結果と
あわせて、我々の z ∼ 5 LBGサンプルのうち分光同定できたものは 16個となった。このより大きなサンプルを用
いても、以前の研究で得られた、明るい LBGで Lyα輝線の等価幅が小さい、などの結果が確認された。
今回我々は、分光同定された z ∼ 5 LBGサンプルのみを用いて、UV光度関数に対して制限をつけようと試み

た。その結果導出された光度関数の下限値は、明るい側 (MUV < −22.0 mag)で他の研究で得られている光度関数
と同程度かやや少ない程度の個数密度となった。我々の明るい測光サンプルのうち、分光同定されたものは 13%に
過ぎないため、今後分光観測を進めることで、この値はさらに増加すると考えられる。したがって、この分光サン
プルによるロバストな光度関数の下限値は、明るい z ∼ 5の LBGの個数密度が他研究で得られているものよりも
実際には高いことを支持していると考えられる。


